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ン･

ビ
ジ
ネ
ス
の
『
真
の
魅
力
（
考
え
る
楽
し
さ
／
創
る

楽
し
さ
）』
を
就
活
者
た
ち
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
彼
ら
と
会

員
社
と
の
接
点
を
積
極
的
に
提
供
す
る
場
作
り
を
果
た
す

施
策
と
し
て
、
同
認
証
資
格
制
度
の
『
ジ
ュ
ニ
ア
版
』
を
、

今
後
、
新
設
す
る
。

　

ま
た
、
会
員
企
業
へ
の
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル･

マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
『
基
礎
知
識
の
普
及
支
援
』
と
し
て
、
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
、
無
料
で
『
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』
の
基
礎
を
学
べ
る
『
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

シ
ス
テ
ム
』
の
開
発
を
行
っ
て
い
く
」
と
発
表
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、「
役
員
改
選
お
よ
び
役
員
選
任
」
が
行
わ
れ
、

新
理
事
長
に
松
原
靖
広
氏
（
電
通
テ
ッ
ク
代
表
取
締
役
社

長
執
行
役
員
）
が
選
出
さ
れ
、
以
下
、
８
名
が
新
し
く
理

事
に
就
任
し
た
（
別
掲
参
照
）。

　

松
原
新
理
事
長
は
就
任
の
挨
拶
と
し
て
、「
わ
が
国
の

成
熟
化
し
た
消
費
環
境
の
中
に
あ
っ
て
、
社
会
へ
の
配
慮

を
保
ち
つ
つ
、『
攻
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
』
を
展
開
し
て

い
く
と
い
う
前
理
事
長
の
考
え
方
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
。
現
在
は
ま
す
ま
す
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視
点
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
社
会
性
の
あ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
変
化
に
対
応
す
る
知
恵
』、
そ
の
『
知

恵
を
持
つ
人
材
の
育
成
』
の
拡
充
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
産
業
は
、
単
独
で
成
立
す
る
も
の
で
は

な
く
、
産
業
内
連
携
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

業
界
内
で
の
連
携
の
輪
を
深
め
、
広
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
協
会
は
、

６
月
17
日
、
丸
の
内
・
東
京
會
舘
に
て
、「
第
45
回
定
時

総
会
」
を
開
催
し
た
。

　

総
会
は
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
承
認
、
同
決
算
報
告

お
よ
び
監
査
報
告
承
認
が
行
わ
れ
、
続
い
て
平
成
26
年
度

運
営
基
本
方
針
（
案
）、
同
事
業
計
画
（
案
）、
同
教
育
事

業
の
展
開
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。

　

運
営
基
本
方
針
（
案
）
で
は
、
最
初
に
「
創
立
45
周
年

を
迎
え
て
」
と
題
し
、「
…
…
平
成
23
年
の
定
時
総
会
で
、

新
た
な
定
款
を
設
定
し
、
協
会
の
存
立
目
的
を
『
健
全
な
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
産
業
の
形
成
』
と
定

め
、
こ
の
理
念
の
下
に
、
3
つ
の
具
体
的
な
事
業
目
的
（
①

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
効
果
向
上
、
②
消
費
者
の
便
益
性

向
上
、
③
遵
法
性
の
推
進
）
を
掲
げ
た
。
こ
の
「
健
全
な
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
産
業
の
形
成
」
を
一

丸
と
な
っ
て
目
指
す
運
動
の
旗
印
を
、
Ｇ
Ｐ
Ａ
（Goodw

ill 
Prom

otion A
lliance

）
と
い
う
言
葉
で
表
し
、
そ
の
具
体

施
策
が
、
創
立
45
周
年
の
記
念
す
べ
き
当
期
に
開
始
さ
れ
る

に
至
っ
た
」
と
説
明
。

　

続
い
て
、「
社
会
価
値
性
（
社
会
に
い
い
こ
と
）」
を
競
争

軸
に
加
え
、
新
た
な
「
攻
め
」
の
扉
を
開
く
」
と
題
し
、

　
「
Ｇ
Ｐ
Ａ
は
、『
ひ
と
』
と
『
社
会
』
を
原
点
に
踏
ま
え
、

効
果
性
を
さ
ら
に
高
め
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
創
り
出
す
運

動
体
。
旧
来
か
ら
の
『
効
果
性
』
と
『
遵
法
性
』
に
、『
社

会
価
値
性
（
社
会
に
い
い
こ
と
）』
を
競
争
軸
に
加
え
、
新

た
な
『
攻
め
』
の
扉
を
開
く
こ
と
に
よ
り
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
る
運
動
。

　

こ
の
Ｇ
Ｐ
Ａ
運
動
を
目
に
見
え
る
形
で
、
具
体
的
に
推
進
・

発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
今
年
度
か
ら
、
恒
例
の
協
会
展
に
『
Ｇ

Ｐ
Ａ
ア
ォ
ー
ド（
部
門
賞
）』を
開
設
。
こ
の
賞
は
、『
効
果
性
・

遵
法
性
・
社
会
価
値
性
』
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
高
め
た
Ｐ
Ｏ
Ｐ

告
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
『
実
例
』
を
顕
彰
す
る
こ
と
で
、

業
界
内
外
に
、
先
行
事
例
を
提
示
し
、
ま
た
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
、
そ
の
能
力
を
高
め
る
た
め
の
も
の
で
、『
Ｇ
Ｐ
Ａ
ア
ォ

ー
ド
』
は
、『
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
セ
ス
』
の
周
到
性
・

優
秀
性
を
審
査
す
る
。

　

私
た
ち
に
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
＆
ツ
ー
ル

の
『
モ
ノ
作
り
能
力
』
と
同
時
に
、
計
画
・
実
施
と
い
う
『
サ

ー
ビ
ス
能
力
』
が
、
併
せ
て
問
わ
れ
て
い
る
。
モ
ノ
の
『
仕

上
げ
力
』
と
同
時
に
、
実
施
過
程
を
し
っ
か
り
と
支
え
る
、

い
わ
ば
縁
の
下
の
力
持
ち
と
な
る
『
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
セ
ス
の
周
到
性
・
優
秀
性
』
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、『
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
セ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
』
を
普
及
し
、
そ
の
社
内
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
の
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
く
『
Ｇ
Ｐ
Ａ
主
査
』
の
育
成
と
業
界
認
証

も
併
せ
て
推
進
し
た
い
」
と
説
明
。

　

そ
の
「
運
営
方
針
」
と
し
て
、「
今
期
は
、
Ｇ
Ｐ
Ａ
活

動
の
実
体
化
へ
の
第
一
歩
を
内
外
に
向
け
て
力
強
く
踏
み

出
し
、
こ
の
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
取
り
組
む
に
当
た
り
、

当
期
の
協
会
活
動
の
具
体
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
『
攻
め
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
扉
を
開
く
』
を
掲
げ
た
い
」
と
し
た
。

　

特
記
す
る
も
の
と
し
て
、
平
成
26
年
度
の
教
育
事
業
に

つ
い
て
、
安
藤
輝
彦
副
理
事
長
よ
り
、
説
明
が
あ
っ
た
。

Ｊ
Ｐ
Ｍ
協
会
の
教
育
事
業
の
現
状
・
課
題
を
踏
ま
え
、「
対

策
と
計
画
」
と
し
て
、「
次
世
代
に
向
け
た
『
新
し
い
実

務
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
』
と
し
て
、
よ
り
高
度
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
専
門
職
能
、
ま
た
、
次
世
代
へ
の
確
か
な
ビ
ジ
ョ

ン
力
で
企
業
・
業
界
を
牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
意

図
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
タ
ー
認
証
資
格
制

度
の
『
マ
イ
ス
タ
ー
版
』
を
、
今
後
、
新
設
す
る
。

　

お
よ
び
、
次
世
代
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
業
界
を
背
負
う

『
新
人
の
積
極
的
な
取
り
込
み
』
と
し
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

Ｐ
Ｍ
認
証
資
格
制
度
に

「
マ
イ
ス
タ
ー
版
」と「
ジ
ュ
ニ
ア
版
」を

変
化
に
対
応
す
る
知
恵
と
育
成
を

～
松
原
新
理
事
長
、就
任
挨
拶
よ
り

理事・監事 氏 名 会 社 名

理事長 松原　靖広 株式会社　電通テック 新任

副理事長 新井　誠 凸版印刷株式会社

副理事長 安藤　輝彦 株式会社博報堂プロダクツ

副理事長 高　洋一郎 大日本印刷株式会社 新任

専務理事 坂井田　稲之 日本プロモーショナル・マーケティング協会

常任理事 草賀　則彦 株式会社　エキスプレス社

常任理事 斎藤　潤一 共同印刷株式会社 新任

常任理事 清水　創平 株式会社　システムコミュニケーションズ

常任理事 齊藤　疆一 株式会社　スピン

常任理事 吉村　寛子 株式会社　ヒロモリ

常任理事 窪田　尚広 レンゴー株式会社

理　　事 小林　伸行 株式会社 アイアンドエス　ビービーディオー

理　　事 丹羽　由紀夫 株式会社　アサツー ディ・ケイ

理　　事 和田　修 アドバンスセキュリティー株式会社 新任

理　　事 波岡　寛 コモンズ株式会社 新任

理　　事 西川　龍太郎 株式会社　サン・コミュニケーションズ

理　　事 辻本　良雄 株式会社　サンボックス

理　　事 栗原　敦 シーレックス株式会社

理　　事 石川　勉 株式会社　ジェイアール東日本企画

理　　事 天野　衣恵 株式会社　資生堂

理　　事 富田　義弘 株式会社　千修

理　　事 田原　績 株式会社　田原屋

理　　事 舛森　丈人 株式会社　テー・オー・ダブリュー

理　　事 白石　雅彦 電通ヤング・アンド・ルビカム株式会社 新任

理　　事 堀井　誠一郎 株式会社　東北新社

理　　事 島田　裕史 東洋紙業株式会社

理　　事 武野　一俊 図書印刷株式会社

理　　事 数藤　一浩 株式会社　日交

理　　事 成田　健介 日本写真印刷株式会社

理　　事 山口　廣幸 株式会社　乃村工藝社 新任

理　　事 脇　重和 株式会社　美工 新任

理　　事 小田島　隆太 光村印刷株式会社

理　　事 吉田　哲也 株式会社　リンクス 新任

監　　事 横山　巖 アオイネオン株式会社

監　　事 堀内　茂 株式会社　トーエイ

■一般社団法人 日本プロモーショナル・マーケティング協会 平成26年度 役員
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攻
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
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松
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靖
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回
定
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総
会 
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General Meeting

Ｇ
Ｐ
Ａ
活
動
の
徹
底
と
浸
透
を

～
平
成
26
年
度
運
営
基
本
方
針
よ
り

就任挨拶を行う松原靖広新理事長



　

こ
の
「
志
も
利
益
も
高
く
」
と
い
う
の
は
、
既
に
海
外

に
い
く
つ
か
例
が
あ
り
ま
す
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
貧
し

い
農
家
に
小
口
無
担
保
金
融
を
行
っ
て
い
る
グ
ラ
ミ
ン
銀

行
や
、
同
じ
く
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
、
肥
料
の
袋
に
二
次

元
バ
ー
コ
ー
ド
を
入
れ
て
行
っ
た
「
天
候
不
順
保
険
」、
ヒ

ン
ド
ゥ
ス
タ
ン
・
ユ
ニ
リ
ー
バ
（
イ
ン
ド
）
で
の
「
石
鹸
」

販
売
な
ど
が
あ
り
ま
す
。　

　

つ
ま
り
、
社
会
問
題
を
解
決
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

を
見
つ
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必

要
な
わ
け
で
す
。
し
か
し
大
変
残
念
な
こ
と
に
、
日
本
の

企
業
は
、
こ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
づ
ら
い
病
気

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
病
気
か
と
言
う
と
、
一
つ
は
、「
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

ズ
・
ジ
レ
ン
マ
」
で
す
。
か
つ
て
の
成
功
に
固
執
す
る
あ

ま
り
次
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
づ
ら
い
と
い
う
現

象
で
す
。「
成
功
へ
の
過
剰
適
応
」
あ
る
い
は
「
主
力
事

業
の
罠
」
と
も
い
い
ま
す
。
か
つ
て
の
成
功
企
業
は
実
は

ち
ゃ
ん
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
新
事
業
を
始
め

る
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
主
力
事
業
に
軸
足
を
残
さ
ざ

る
を
得
な
く
、
新
事
業
へ
の
過
少
投
資
、
主
力
事
業
へ
の

過
剰
投
資
と
い
う
状
態
を
長
ら
く
続
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
主
力
事
業
に
お
い
て
、
競
争
に
負
け
て
し
ま

う
か
ら
と
い
う
理
由
で
追
加
投
資
が
行
わ
れ
て
し
ま
い
、

そ
の
間
に
、
そ
の
分
野
に
思
い
切
っ
て
軸
足
を
移
し
た
企

業
に
や
す
や
す
と
抜
か
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
過
去
、
大

き
な
企
業
で
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、「
ゆ
で
ガ
エ
ル
現
象
」。
こ
れ
は
、
熱
い

お
湯
の
中
に
カ
エ
ル
を
入
れ
る
と
、
カ
エ
ル
は
す
ぐ
に
飛

び
出
す
ん
で
す
が
、
水
か
ら
ゆ
っ
く
り
温
め
る
と
カ
エ
ル

は
い
い
気
持
ち
に
な
っ
て
、
飛
び
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

失
っ
て
茹
で
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
話
で
す
。

　

実
際
、
企
業
社
会
で
は
、
経
営
状
態
が
緩
や
か
に
下
が

っ
た
り
上
が
っ
た
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
な
か
な
か
思
い

切
っ
た
構
造
転
換
が
出
来
ず
、 “
ま
あ
い
い
か
”
と
い
う
こ

と
で
、
お
茶
を
濁
し
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

不
徹
底
な
リ
ス
ト
ラ
を
ダ
ラ
ダ
ラ
続
け
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

リ
ス
ト
ラ
を
行
う
な
ら
２
年
以
内
に
完
了
さ
せ
る
、
こ

れ
が
鉄
則
で
す
。
２
年
以
上
か
け
る
と
組
織
が
痛
み
を
覚

え
ま
す
の
で
、
大
き
な
抵
抗
が
お
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

か
の
経
済
学
者
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
は
新
結
合
の
こ
と
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
古
い

も
の
同
士
、
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
、
新
し
い
も
の
同

士
。
今
ま
で
と
は
全
く
違
っ
た
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
方
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的
な
価
値
を
生
む
こ
と
。
そ
れ

も
、
商
品
、
売
り
方
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
フ
タ
ー
サ

ー
ビ
ス
と
、
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
初
め
て
社
会
的
に
認

め
ら
れ
、
価
値
が
お
金
に
変
わ
り
ま
す
。
商
品
は
古
く
て

も
い
い
ん
で
す
。
仕
組
み
全
体
を
新
結
合
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

す
た
め
に
は
、
い
っ
た
い
何
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
か
」

と
い
う
こ
と
を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
企
業
を
起
こ
し
た
方
々

全
員
に
共
通
し
て
い
た
の
が
「
強
烈
な
怒
り
」。
私
憤
じ

ゃ
な
く
、
義
憤
で
す
。
世
の
中
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
な
っ

て
い
る
の
か
、
お
か
し
い
、
誰
も
直
さ
な
い
。
し
ょ
う
が

な
い
。
俺
が
や
る
か
と
い
う
こ
と
で
始
め
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
皆
さ
ん
自
身
が
、
お
か
し
い
も
の
は
直
し
ま
し

ょ
う
と
周
り
を
焚
き
付
け
て
歩
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ

う
い
う
よ
う
な
こ
と
を
や
る
の
が
、
い
い
会
社
、
こ
れ
か

ら
大
切
に
す
べ
き
会
社
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
「
志
高
い
組
織
」
時
代
の
働
き
方
で
大
切
に
な
る
の
が
、

「
創
造
主
義
」「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
志
向
」「
人
間
本
来
の

力
の
発
揮
」「
未
来
の
た
め
に
」
で
す
。

　

で
は
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
生
み
出
す
た
め
に

は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う

観
点
か
ら
ニ
ュ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
て

み
ま
す
。

　

一
つ
は
、「
徹
底
的
に
市
場
と
対
話
し
、
新
価
値
を
創

る
。
市
場
を
創
造
す
る
こ
と
」。
先
進
国
仕
様
の
「
型
落

ち
」
で
は
な
い
。「
最
先
端
」「
必
要
最
小
限
」「
廉
価
」

な
新
し
い
モ
ノ
を
創
る
こ
と
。
例
え
ば
、
27
万
円
の
イ
ン

ド
の
電
気
自
動
車
や
、
マ
ン
ダ
ム
の
「
小
分
け
販
売
」
戦

略
な
ど
、
必
ず
し
も
「
発
明
」
を
必
要
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

大
切
な
の
は
“
新
結
合
”
で
す
。 

　

も
う
一
つ
は
、「
生
態
系
に
組
み
込
む
。
モ
ノ
だ
け
で
な

く
仕
組
み
・
仕
掛
け
を
作
る
こ
と
」。
例
え
ば
、
ソ
ニ
ー
・

ラ
ジ
カ
セ
の
販
売
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
戦
略
や
、
ト
ヨ
タ

の
イ
ン
ド
～
北
ア
フ
リ
カ
戦
略
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　

生
産
の
現
場
、
消
費
の
現
場
な
ど
、
未
来
は
「
現
場
と

の
対
話
」
に
あ
り
ま
す
。 

元
々
多
く
の
日
本
企
業
は
、
常

に
社
会
を
よ
り
よ
く
す
る
志
を
持
っ
て
、
生
ま
れ
て
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
、「
志
も
高
く
、
利
益
も

高
く
」
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
再
認
識
す
べ
き
で
す
。

　
「
日
本
と
い
う
国
は
、
も
う
既
に
そ
れ
ほ
ど
豊
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
も
そ
れ
が
も
っ
と
大
き
く
変
わ
っ
て
く

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
の
減
少
問
題
で
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
人
口
急
増
期
を
経
て
、

２
０
０
８
年
ま
で
人
口
は
増
え
、
現
在
、
横
ば
い
期
か
ら

ダ
ウ
ン
ト
レ
ン
ド
に
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
に
、
変
極
点
が
あ
り
ま
し
た
。
１
９
７
４
～
５

年
、　

第
1
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
と
き
、
ち
ょ
う
ど
戦

後
か
ら
30
年
経
っ
た
と
き
で
す
。

　

こ
の
頃
か
ら
、「
戦
略
」
と
い
う
言
葉
が
ず
い
ぶ
ん
人

口
に
膾
炙
し
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
変
化
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
変
え
た
か
。
企
業
は
“
賢
く
な
け
れ

ば
い
け
な
い
”
と
。
賢
く
な
け
れ
ば
勝
て
な
い
と
い
う
時
代
、

そ
れ
も
合
理
的
に
勝
た
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
時
代
に

あ
り
ま
す
。

　　

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
い
っ
た
い
ど
う
な
る
の
か
。
日
清
日

露
戦
争
の
頃
、
約
４
５
０
０
万
人
で
、
そ
れ
か
ら
１
０
０
年

間
で
約
３
倍
の
1
億
２
８
０
８
万
人
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。

し
か
し
こ
れ
か
ら
、
２
１
０
０
年
に
は
、
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
の
中
位
推
計
で
４
７
７
１
万
人
と
い
う
大
変
少

な
い
数
字
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
０
０
年
で
３
倍
に
な

り
、
今
後
１
０
０
年
で
１
／
３
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

５
０
０
０
万
人
弱
と
い
う
と
、
現
在
の
韓
国
に
近
い
数
字

で
す
。
韓
国
の
方
と
お
話
を
す
る
と
必
ず
彼
ら
は
、「
韓
国

は
と
て
も
国
内
市
場
が
小
さ
い
国
だ
か
ら
、
事
業
展
開
を
す

る
上
で
は
最
初
か
ら
海
外
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と

お
っ
し
ゃ
る
。
日
本
も
、
今
か
ら
86
年
後
に
は
そ
う
い
う
国

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

つ
ま
り
、
４
７
０
０
万
人
で
も
豊
か
な
国
に
今
か
ら
変
え

て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。
明
ら
か
に
一
人
一
人
の
生
産

性
は
今
よ
り
も
数
段
高
く
、
高
い
付
加
価
値
を
生
み
出
せ
る

よ
う
な
産
業
構
造
に
変
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
企

業
の
社
会
的
存
在
意
義
は
大
き
く
変
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
人
口
規
模
が
小
さ
い
国
は
政
府
も
小
さ
く
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
そ
の
分
、
企
業
が
社
会
課
題
の
解
決
を
担
わ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
す
。「
志
の
高
い
組
織
」（
第
三
世
代
）
を

目
指
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

第
三
世
代
企
業
、「
志
の
高
い
組
織
」
と
は
、
今
あ
る

社
会
問
題
を
自
分
た
ち
の
手
で
解
決
し
、
で
き
る
だ
け
効

率
的
に
、
効
果
的
に
社
会
運
営
を
担
う
会
社
で
す
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
レ
ス
ポ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
＝
企
業
の
社
会
的

責
任
」
と
言
わ
れ
る
言
葉
で
す
。
今
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
言
う
と
、

本
業
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
分
野
で
も
っ
て
企
業
が
良
い
こ

と
を
や
っ
て
い
る
事
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
そ
う
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

１
９
７
０
年
代
か
ら
80
年
代
は
じ
め
に
か
け
て
言
わ
れ

た
、“
企
業
は
社
会
に
悪
い
こ
と
を
し
な
い
”
と
い
う
企

業
の
社
会
的
責
任
を
指
し
た
第
一
世
代
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
、
90
年

代
か
ら
２
０
０
０
年
に
か
け
て
の
、
文
化
事
業
な
ど
本
業

以
外
で
収
益
の
還
元
を
社
会
に
す
る
こ
と
を
も
っ
て
責
任

を
果
た
す
と
い
う
第
二
世
代
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
…
…
。

　

そ
し
て
今
、
い
よ
い
よ
第
三
世
代
へ
、
で
す
。
こ
れ
は
、

本
業
を
通
じ
て
社
会
に
価
値
を
生
む
。
事
業
を
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
社
会
が
良
く
な
る
、
そ
う
い
う
事
業
を
選
択
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　
「
志
も
高
く
、
利
益
も
高
く
」
と
い
う
こ
と
。
多
く
の
方
々

は
、
そ
ん
な
こ
と
出
来
る
の
？　

志
と
利
益
は
相
反
す
る

の
で
は
な
い
か
と
お
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
相
反
し

な
い
よ
う
に
知
恵
を
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
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三
世
代
企
業
の
責
任
と
役
割
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─
社
会
課
題
に
ど
う
取
り
組
む
か

第　

回
定
時
総
会　

記
念
講
演

45

Special Lecture

賢
く
な
け
れ
ば
、

勝
て
な
い
と
い
う
時
代

86
年
後
、日
本
の
人
口
は
、

４
７
７
１
万
人
に
な
る

結
合
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

社
会
的
価
値
を
生
む

「
志
高
い
組
織
」時
代
の
働
き
方
と
は

「
志
も
高
く
、利
益
も
高
く
」の
企
業
に

野
の

田
だ
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いまこそ、「志高く、利益も高く」の第三世代企業にと説く、野田 稔氏。



抑
え
ら
れ
る
。

　

今
年
度
は
62
点
の
応
募
が
あ
り
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
大
賞

が
１
点
、
ベ
ス
ト
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
賞
（
特
に
、
購
買
動
機
付
け

の
「
仕
組
み
づ
く
り
」
に
優
れ
た
企
画
）

が
１
点
、
ベ
ス
ト
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
賞
（
特
に
「
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
・
テ
ー
マ
」
が
優
れ
た
企
画
）
が

１
点
、
部
門
賞
が
６
点
、
準
部
門
賞
が
８

点
、
合
計
17
点
が
受
賞
し
た
。

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
大
賞
は
、
明
治
安
田
生
命
「
経
営
統
合

10
周
年
企
画 

『
社
長
の
ひ
と
筆
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』」 （
出
品
会
社
：
博
報
堂
／
共
同
出
品
会

社
：
博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ
）。
受
賞
理
由
は

「
ブ
ラ
ン
ド
の
役
割
を
経
営
支
援
、
さ
ら
に

は
経
営
理
念
支
援
と
理
解
し
、
そ
の
役
割

を
『
社
長
の
ひ
と
筆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の

仕
組
み
で
見
事
に
“
実
体
化
”
し
、
こ
の

　

日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
協
会
主
催
の
第
12
回
「
Ｊ
Ｐ
Ｍ
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
ア

ォ
ー
ド
」（
Ｊ
Ｐ
Ｍ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
賞
）

が
決
定
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
特
徴

は
、
①
厳
格
な
審
査
フ
レ
ー
ム
に
基
づ
く

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
務
家
に
よ
る
審

査
、
②
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｗ
（M

arketing A
gency 

A
ssociation W

orldw
ide

）
の
ア
ォ
ー
ド

「Globes

」
と
の
連
携
開
催
に
よ
り
「
世
界

展
」
に
繋
が
る
コ
ン
テ
ス
ト
（
Ｊ
Ｐ
Ｍ
協

会
が
日
本
地
区
の
認
定
審
査
機
関
）、
③
単

発
審
査
で
は
な
く
、
各
企
業
内
の
選
抜
制

度
と
の
連
携
展
開
、
と
い
う
３
点
。

　

Ｓ
Ｐ
の
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
審
査

員
の
主
観
に
判
断
を
委
ね
る
「
総
合
評
価
」

の
方
式
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
同

ア
ォ
ー
ド
で
は
世
界
基
準
の
５
つ
の
視
点

で
評
価
さ
れ
、
ま
た
、
各
項
目
は
採
点
基

準
が
細
か
く
決
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
審
査
員
の
判
断
尺
度
の
ブ
レ
が
最
小
に

仕
組
み
を
通
じ
て
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
伝
播

す
る
だ
け
で
な
く
、
確
実
に
契
約
獲
得
に

結
び
つ
け
て
い
る
点
」
で
あ
る
。

　

ベ
ス
ト
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
賞
は
、
亀
田
製
菓
「
柿
の
種
の
婚

活
」（
出
品
会
社
：
博
報
堂
／
共
同
出
品
会

社
：
東
北
新
社
）。「
長
年
の
定
番
商
品
で

あ
る
が
、
主
要
購
買
層
の
固
定
化
が
課
題

で
あ
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
に
、
新
し
い
使
用
方

法
（
食
べ
合
わ
せ
）
を
消
費
者
か
ら
募
集
し
、

加
え
て
“
食
べ
合
わ
せ
ア
イ
デ
ア
”
の
人

気
投
票
を
行
い
、
用
途
開
発
と
購
買
促
進
、

そ
れ
も
女
性
と
い
う
新
需
要
開
発
を
果
た

し
た
巧
み
な
仕
組
み
」
が
受
賞
理
由
で
あ
る
。

　

ベ
ス
ト
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
賞
は
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ

ィ
「
ペ
ン
ギ
ン
が
客
を
つ
れ
て
く
る　

世

界
初 

『
ペ
ン
ギ
ン
ナ
ビ
』」（
出
品
会
社
：
博

報
堂
／
共
同
出
品
会
社
：
博
報
堂
プ
ロ
ダ

ク
ツ
）。
受
賞
理
由
は
「
可
愛
い
ペ
ン
ギ
ン

の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
話
題
誘
発
を
果
た

し
た
だ
け
で
な
く
、
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
た
行
動
サ
ポ
ー
ト
装
置
と
し
て
機

能
さ
せ
、
目
的
と
し
た
大
幅
な
集
客
増
に

結
び
付
け
て
い
る
点
」
で
あ
る
。

　

入
賞
作
品
の
贈
賞
式
は
11
月
27
日
に
東

京
會
館
で
行
わ
れ
る
。
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Award

Ｊ
Ｐ
Ｍ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ォ
ー
ド

「
世
界
展
」に
繋
が
る

「
世
界
展
」に
繋
が
る

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
企
画
コ
ン
テ
ス
ト

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
企
画
コ
ン
テ
ス
ト

大
賞
、ベ
ス
ト（
２
点
）の

大
賞
、ベ
ス
ト（
２
点
）の

受
賞
理
由

受
賞
理
由

世
界
基
準
・５
つ
の
視
点
で
評
価
す
る

第
12
回
Ｊ
Ｐ
Ｍ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ・ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン・

ア
ォ
ー
ド（
Ｊ
Ｐ
Ｍ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
賞
）決
定

受賞名 プロモーション名 広告主名 出品会社 共同出品会社名

プロモーショナル・
マーケティング大賞

経営統合１０周年企画
「社長のひと筆 プロジェクト」 明治安田生命 相互会社 株式会社 博報堂 株式会社 

博報堂プロダクツ

ベスト・プロモーショナル・
プログラム賞 「柿の種の婚活」 亀田製菓 株式会社 株式会社 博報堂 株式会社 東北新社

ベスト・プロモーショナル・
クリエイティブ賞

ペンギンが客をつれてくる　
世界初「ペンギンナビ」 株式会社 サンシャインシティ 株式会社 博報堂 株式会社 博報堂プロダクツ

統合型
プロモーション

企画

部門賞 FORESTERLIVE ～世界五大陸、10 万キロ。
「究極の実証」が切り拓いた SUV No.1への道～ 富士重工業 株式会社 株式会社 読売広告社 株式会社 博報堂

準部門賞 「クルマでダーツ！」アラウンドビューモニター
体感キャンペーン 日産自動車 株式会社 株式会社 

TBWA＼ HAKUHODO ─

準部門賞 午後の紅茶 おいしい無糖　
「おにぎり公式飲料」キャンペーン キリンビバレッジ 株式会社 株式会社 電通 ─

ブランディング・ 
プロモーション

企画

部門賞 ファンタ「遊ぶ日」キャンペーン 日本コカ・コーラ 株式会社 株式会社 博報堂 ─

準部門賞 日本のおなかを守るため！“正露丸トイレ”参上！ 大幸薬品 株式会社 株式会社 大広 ─

新規顧客獲得
企画

部門賞 あそべるヨーグルト グルト！ プロモーション 株式会社 明治 株式会社 読売広告社 株式会社 読広クロスコム

準部門賞 おふろウキウキ研究会 パナソニック 株式会社 株式会社 大広 ─

既存顧客維持
企画

部門賞 凍らせプッチン！ グリコ乳業 株式会社 株式会社 アイアンドエス・
ビービーディオー ─

準部門賞 カワイイを携帯しよう！
～チュッパホルダー大作戦～ 森永製菓 株式会社 株式会社 電通 ─

事業所向け
企画

部門賞 該当企画なし ─ ─ ─

準部門賞 該当企画なし ─ ─ ─

インストア・
プロモーション

企画

部門賞 該当企画なし ─ ─ ─

準部門賞 『７つの習慣 完訳版』プロモーション フランクリン・コヴィー・
ジャパン 株式会社 株式会社 博報堂 ─

インナー・
プロモーション

企画

部門賞 該当企画なし ─ ─ ─

準部門賞 たまひよ創刊 20 周年
「赤ちゃんがふえる しあわせがふえる」キャンペーン

株式会社 
ベネッセコーポレーション 株式会社 読売広告社 ─

デジタル・
プロモーション

企画

部門賞 I'm your MANAGER!!! ポッカサッポロフード＆
ビバレッジ 株式会社 株式会社 読売広告社 ─

準部門賞 ロッテカフカ「泣きやみ動画」 株式会社 ロッテ 株式会社 博報堂 ─

社会貢献
プロモーション

企画

部門賞 該当企画なし ─ ─ ─

準部門賞 該当企画なし ─ ─ ─

低予算
プロモーション

企画

部門賞 A newspaper from 2093 株式会社 産業経済新聞社 株式会社 電通 ─

準部門賞 該当企画なし ─ ─ ─

■第12 回 JPM プランニング・ソリューション・アォード（JPM プランニング賞）入賞企画

「最終審査」風景
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News from 
　
Ｊ
Ｐ
Ｍ
協
会
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

委
員
会
が
開
催
し
て
い
る
「
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
体
験
学
習
会
」
が
、
６
月

11
日
（
水
）
に
10
名
の
参
加
者
で
実

施
さ
れ
た
。

　

午
前
中
は
山
梨
県
甲
州
市
の
「
勝

沼
ガ
ラ
ス
工
房
が
ら
す
屋
」
で
吹
き

ガ
ラ
ス
の
体
験
を
行
っ
た
。

　

自
分
が
作
り
た
い
作
品
の
イ
メ
ー

ジ
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
伝
え
、

吹
き
方
や
形
を
整
え
る
作
業
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
各
人
が
個
性
的
な

作
品
を
仕
上
げ
て
い
く
。
最
終
的
な

仕
上
が
り
は
ガ
ラ
ス
の
熱
が
冷
め
る

ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
こ
の
後
の
予
定
が
あ
る
た
め
、

作
品
の
郵
送
を
お
願
い
し
（
後
日
届

い
た
作
品
を
Ｊ
Ｐ
М
協
会
の
会
議
室

で
披
露
）、
ガ
ラ
ス
工
房
を
後
に
し
た
。

　

午
後
は
山
梨
県
立
美
術
館
で
「
動

く
芸
術
」
と
い
わ
れ
る
キ
ネ
テ
ッ
ク
・

ア
ー
ト
の
特
別
展
を
見
学
。
ア
ナ
ロ

グ
な
仕
掛
け
に
よ
る
作
品
が
多
く
、

そ
の
発
想
の
豊
か
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。

　

普
段
な
か
な
か
で
き
な
い
手
作
業

と
視
覚
の
刺
激
を
体
験
し
た
有
意
義

な
一
日
と
な
っ
た
。

　

７
月
17
日
（
木
）、「
２
０
１
４
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
」
が
行
わ

れ
た
。
参
加
者
は
55
名
。

　

今
回
は
Ｊ
Ｐ
М
シ
ョ
ー
委
員
会
委

員
長
で
あ
り
、
Ｊ
Ｐ
М
協
会
展
の
最

終
審
査
員
で
も
あ
る
凸
版
印
刷
の
シ

ニ
ア
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
、
久
保
田
秀
明
氏
に
よ
る
講
演

「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
デ
ザ
イ
ン
に
役
立
つ
造

形
パ
ワ
ー
の
基
本
」。

　

良
い
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
に
は
、
深
層
心

理
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
造
形
が
あ
り
、

そ
し
て
、
そ
こ
に
は
自
然
の
摂
理
が

あ
る
こ
と
を
車
の
フ
ォ
ル
ム
や
軍
服

の
成
り
立
ち
な
ど
を
通
し
て
分
か
り

や
す
く
解
説
。

　

ま
た
、
何
故
消
防
車
は
赤
く
、
パ

ト
カ
ー
は
白
と
黒
な
の
か
と
い
っ
た
、

色
の
持
つ
意
味
な
ど
、
基
本
と
す
る

感
覚
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
、
昨
年
度
の
Ｊ
Ｐ
Ｍ
協
会
展
に
出

品
し
た
作
品
の
実
例
を
紹
介
し
な
が

ら
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
に
求
め
ら
れ
る
色

と
構
造
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら

具
体
的
説
明
が
行
わ
れ
、
受
講
者
に

と
っ
て
大
変
参
考
に
な
る
セ
ミ
ナ
ー

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん
だ
結
果
の

作
品
が
、
来
年
の
Ｊ
Ｍ
Ｐ
協
会
展
で

展
示
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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クリエイティブセミナー
ＰＯＰ広告デザインに役立つ

造形パワーの基本

クリエイティブ
体験学習会 

宙吹きガラス体験

　

表紙（文／AD・イラスト）
　　  　　　　　　多田亮三／髙橋 稔	 1
第45回 定時総会開催
　（平成26年度運営基本方針、
　教育事業展開、新理事長就任）	 2 
記念講演〈第三世代企業の責任と役割〉
　野田 稔 氏	 4
第12回 JPM プランニング・
　ソリューション・アォード決定	 6
News from JPM	 8

「私はあなただけを見つめる」という花言葉を持つ、
ひまわり。（東京立川・昭和記念公園にて）

（秀）

C O N T E N T S

編     集    後     記

　第45回定時総会で発表の「平成26年度
運営基本方針」で強調された活動～「ＧＰＡ
アォード」、その「ＰＯＰ広告部門」の応募締
切日が８月７日と迫っています。販促効果を基
本に企画制作意図を形にした「クリエイティブ・
ソリューション・アォード」（ＣＳＡ）に対し、
その企画制作実施プロセスの有効性・周到性
を表彰するＧＰＡアォード。ＣＳＡとの「Ｗ応
募」ができます。ＣＳＡに出品した自信あるＰ
ＯＰ広告の、企画制作実施「プロセス」での
評価も獲得してみませんか。

「勝沼ガラス工房がらす屋」の前で

種ガラスに息を吹き込む
木全時彦委員長

披露された
個性豊な
各自の作品

自然の摂理について説明する
久保田秀明氏。


